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よりよい港区づくりに貢献する

■ まじめに生活し働く区民の立場で

■ 真実を伝え、共に考え、提案し

■ よりよい港区づくりに貢献する

港新聞の発行目的港新聞の発行目的

届
け
被
災
地
へ
！
。
三
月
十
一
日
に
東
北
・

関
東
の
太
平
洋
沿
岸
部
一
帯
を
襲
っ
た
巨
大
地
震

と
巨
大
津
波
が
原
発
事
故
を
含
む
前
代
未み

聞も
ん

の
被

害
を
も
た
ら
す
中
、全
国
と
同
様
、港
区
で
も
熱
い

支
援
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
苦

境
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
苦
し
い
時
こ
そ
助
け
合

い
を

何
か
出
来
る
事
を

頑
張
れ
東
日
本
！

と
大
人
も
子
供
も
、
個
人
も
団
体
も
、
官
も
民
も
、

心
一
つ
に
展
開
さ
れ
る
義
援
金
呼
び
か
け
な
ど
の

活
動
。
そ
の
ご
く
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
加
盟
会
員
自
ら
が
一
口
千

円
を
目
途
に
募
金
に
応
じ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
各
商
店
街
・
商

店
会
で
も
買
い
物
客
に
義
援
金

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
八
幡
屋
商
店
街
で

は
三
月
十
七
日
か
ら
ヤ
ハ
タ
ヤ

プ
ラ
ザ
に
義
援
金
箱
を
設
置
。

通
行
の
女
性
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
た
同
プ
ラ
ザ
の
櫻さ

く

木ら
ぎ

清き
よ

人と

さ
ん
は
、

津
波
に
何
も
か

★
商
店
街
で
店
内
で

八
幡
屋
商
店
街
の
角す

み

正ま
さ

基き

さ

ん
を
理
事
長
と
す
る
大
阪
市
商

店
会
総
連
盟
は
三
月
十
六
日
の

常
任
理
事
会
で

東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
被
災
地
へ
の
支

援

を
緊
急
議
題
と
し
て
取
り

上
げ
、

被
災
地
の
早
期
復
興

を
願
っ
て

十
八
日
か
ら
義
援

金
募
金
を
実
施
。
総
額
で
千
三

百
六
十
万
円
以
上
を
目
標
に
、

八
幡
屋
商
店
街
の
ヤ
ハ
タ
ヤ
・

プ
ラ
ザ
に
設
置
さ
れ
た
義
援
金

箱
に
お
金
を
入
れ
る
買
い
物
客

の
女
性

３
月

日

も
流
さ
れ
、
本
当
に
お
気
の
毒

で
す
。
少
し
で
も
力
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
港
区
で
あ

れ
だ
け
の
津
波
が
来
る
と
高
台

な
ど
逃
げ
る
所
が
な
い
の
が
心

配
で
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
八
幡
屋
の
オ
リ
オ

ン
書
房
で
は
大
阪
府
書
店
商
業

大人も子供も、役所も民間も

区
内
の
書
店
内
に
設
置
さ
れ

た
義
援
金
箱
に
お
金
を
入
れ

る
女
性

３
月

日

組
合
の
要
請
で

一
人
ひ
と
り

の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
ど
ん
な
困

難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る

と
書

か
れ
た
募
金
箱
を
設
置
し
、
来

店
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

★
諸
団
体
・
施
設
で

港
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
新
年
度
初
の
活
動
と
し
て
四

月
二
日
朝
に
街
頭
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
か
ら

百
数
十
人
が
夕
凪
の
港
区
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
。
出

陣
式
で
は
原
田こ

壽と
じ

会
長
が

港

区
の
パ
ワ
ー
を
、
真
心

ま
ご
こ
ろ

を
被
災

地
へ
届
け
ま
し
ょ
う

、
同
セ

ン
タ
ー
寄き

田だ

館
長
が

一
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
一
日
頑
張

り
ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
。三

エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
午
後
三
時

頃
ま
で
ス
ー
パ
ー
前
な
ど
で
支

援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
三
月
十
五
日
か
ら

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

港
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

港
区
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
（
弁
天
）
に
募
金
箱

を
設
置
。
三
月
十
七
日
に
は
市

内
で
行
な
わ
れ
た
大
阪
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
る
街
頭
募
金

活
動
に
参
加
。
区
内
で
も
街
頭

募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

会
港
区
支
部
協
議
会
で
は
港
区

民
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
募
金
箱
を

設
置
。
三
月
十
五
日
に
は
関
西

似
顔
絵
勉
強
会
と
チ
ャ
リ
テ
ィ

イ
ベ
ン
ト
を
共
催
、
六
万
二
千

円
を
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

三
月
十
三
日
に
は
港
区
子
ど

も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会
場
で

【
２
面
に
つ
づ
く
】
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港新聞は港図書館、港区民センタ
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●こんなことが地域で問題に
なってんねん

●こんなことをみんなで考え
たらどうやろか

●戦争体験や人生経験を次世
代に残したい

●私の意見をのせてほしい
●うちの広告をのせてほしい
等々地域のプラスになる情報
であれば 。編集の都合で
掲載できない場合あります。

紙資源節約と環境保全のため
名前のないポストには配布し
ていません。ご了承下さい。

美
人
のよ

粧そ
お

っ
た
顔
の
よ
う

に
美
し
い

と

松
尾
芭ば

し

蕉ょ
う

が

奥
の
細
道
で

絶
賛
し
た
松
島
。民
謡
大
漁

唄
い
込
み

に
登
場
す
る
瑞ず

い

巌か
ん

寺じ

や
日ひ

和よ
り

山や
ま

。森
進
一
港

町
ブ
ル
ー
ス

の
舞
台
と
な

っ
た
宮
古
、釜
石
、
気
仙
沼
。

そ
れ
ら
が
巨
大
地
震
と
津
波

で
変
わ
り
果
て
た
映
像
は
衝

撃
で
し
た
▼
が
、
こ
の
三
陸

沖
に
は
八
六
九
年
、一
六
一

一
年
、一
六
七
七
年
、一
七
六

三
年
、一
八
五
六
年
、一
八
九

六
年
、一
九
三
三
年

と
巨

大
津
波
が
襲
来
。
第
二
次
大

戦
末
期
に
は
宮
古
、釜
石
、仙

台
な
ど
が
米
軍
の
無
差
別
爆

撃
で
壊
滅
。
そ
れ
で
も
人
々

は
不
屈
の
営
み
で
郷
土
の
海

岸
線
と
街
並
み
と
産
業

をよ

甦み
が

らえ

せ
ま
し
た
▼
今
回
の

大
震
災
で
も
、
家
や
肉
親
を

失
い
な
が
ら
も
気き

じ

丈ょ
う

に
助
け

合
う
被
災
者
の
姿
が
津
波
に

も
勝ま

さ

る
感
動
と
支
援
の
波
を

呼
び
込
み
、
港
区
民
も
そ
の

流
れ
に
加
わ
っ
て
い
ま
す

（
上
に
記
事
）▼
ま
さ
に

国

破や
ぶ

れ
て
山さ

ん

河が

在あ

り
、そ
し
て

山
河
崩
れ
て
も
人
在
り
。

戦
争
に
も
自
然
災
害
に
も
、

そ
し
て
最
後
の
敵
で
あ
る
原

発
災
害
に
も
、
ど
れ
ほ
ど
時

間
が
か
か
ろ
う
と
、
東
北
は

打
ち
克か

つ
で
し
ょ
う
。
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（毎月 日、港区全域に 部を戸別配布）
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年 月 日（金）

港区のパワーを、心を、被災地の方々へ届けよう！ と地域での義援金募金活
動に出発する港区老人クラブ連合会会員 ４月２日朝、港区老人福祉センター前


